
契約事務説明会

～技術政策課からのお知らせ～
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資料４



技術政策課（設計監理係）からのお知らせ総合評価入札方式の見直し（令和８年４月１日～）

評価項目３ 企業の施工実績 ・ 評価項目７ 配置予定技術者の施工実績

・これまで工事実績は、国・地方公共団体及び「政府調達に関する付属書Ⅰ」に
記載されている機関で行った工事の完成実績のみでしたが、
民間工事の実績も評価します。

評価項目17 建設機械の保有状況について 【対象機械の追加※R8.7～】

・対象機械が追加されました。➤（追加）敷均し用機械、不陸地運搬車
・令和８年７月１日以降で、経営事項審査結果での確認ができない場合は、
暫定措置として、保有している根拠資料を技術政策課に提出
➤技術政策課からの結果通知のコピーを契約課へ提出

機械例）敷均し用機械：アスファルト・フィニッシャ
不整地運搬車：ホイール式不整地運搬車等

その他 時点修正 ：評価基準年度の更新
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総合評価のお知らせ（ホームページ掲載場所）

静岡市ホームページ
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総合評価のお知らせ（ホームページ掲載場所）

【お問合せ】

技術政策課 設計監理係

054-221-1425

令和８年４月改定
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●静岡市建設工事共通仕様書の改正について

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s6295/s003633.html
・令和８年４月１日以降に発注された工事に適用

静岡市ホームページ＞しごと・産業＞公共事業の技術政策＞共通仕様書・ガイ
ドライン＞静岡市建設工事共通仕様書・提出書類一式ダウンロード
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●静岡市建設工事共通仕様書の改正について

○主な改正内容

・工事工程月報の提出

・工事着手までの期間

・施工体系図に警備会社の記載

・施工計画書への記載内容追加
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６．工程表及び工事工程月報の提出
受注者は、契約書第３条に従って、
「工程表」（静岡市建設工事執行規則
（平成15年静岡市規則第48号。以下
「規則」という。）規則様式第12号）
及び「工事工程月報｣（規則様式第13
号）を別に定める様式に基づき作成し、
発注者に提出しなければならない。な
お、工事工程月報は毎月10日までに提
出し、完成時の提出がこれにより難い
場合、完成通知書提出前に提出するも
のとする。

６．工程表及び工事工程月報の提出
受注者は、契約書第３条に従って、
「工程表」（静岡市建設工事執行規則
（平成15年静岡市規則第48号。以下
「規則」という。）規則様式第12号）
及び「工事工程月報｣（規則様式第13
号）を別に定める様式に基づき作成し、
発注者に提出しなければならない。

・工事工程月報の提出

改正前（令和６年度） 改正後（令和８年度）

完成月の月報は提出不要⇒完成時（１００％）も提出

第１編 共通編－5 6．工程表及び工事工程月報の提出
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・工事着手までの期間

45.工事着手
工事着手とは、工事開始日以降の実際
の工事のための準備工事（現場事務所
等の設置または測量をいう。）、詳細
設計付工事における詳細設計または工
場製作を含む工事における工場製作工
のいずれかに着手することをいう。な
お、受注者は、設計図書に定めのある
他、特別な事情がない限り、工事開始
日以降施工条件明示書に記載の準備期
間内に工事に着手しなければならない。

44.工事着手
工事着手とは、工事開始日以降の実際
の工事のための準備工事（現場事務所
等の設置または測量をいう。）詳細設
計付工事における詳細設計または工場
製作を含む工事における工場製作工の
いずれかに着手することをいう。

改正前（令和６年度） 改正後（令和８年度）

３０日以内⇒施工条件明示書の準備期間内

第１編 共通編－10 ４５．工事着手
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・施工体系図へ警備会社の記載

２.施工体系図
受注者は、第１項に示す法律の定めに従っ
て、各下請負者の施工の分担関係を表示し
た施工体系図を作成し、公共工事の入札及
び契約の適正化の促進に関する法律に従っ
て、工事関係者が見やすい場所及び公衆が
見やすい場所に掲げるとともに監督員に提
出しなければならない。
また、記載すべき内容は第１項（１）
（２）に加え、（３）受注者が直接委託契
約を結んだ警備会社の商号又は名称、現場
責任者名、工期を記載するものとする。

２.施工体系図
受注者は、第１項に示す法律の定めに従っ
て、各下請負者の施工の分担関係を表示し
た施工体系図を作成し、公共工事の入札及
び契約の適正化の促進に関する法律に従っ
て、工事関係者が見やすい場所及び公衆が
見やすい場所に掲げるとともに監督員に提
出しなければならない。

改正前（令和６年度） 改正後（令和８年度）

建設業法上不要⇒共通仕様書により記載

第１編 共通編－16 2．施工体系図
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・施工計画書への記載内容追加

・ウイークリースタンス
第１編 共通編－12 1-1-⑥ウィークリースタンス

第１編 共通編－81 12．打設計画書

第１編 共通編－31 23．南海トラフ地震臨時情報発令時の措置

・打設計画書

・南海トラフ地震の措置

施工計画書の記載例 巻末-75

施工計画書の記載例 巻末-64

施工計画書の記載例 巻末-73
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●検査成績評定の公表について

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s6295/s012384.html
静岡市ホームページ＞しごと・産業＞公共事業の技術政策＞表彰・講習、成績
評定＞建設業関連業務等の成績評定

工事（土木）成績評定結果（令和７年４月〜令和７年12月） 更新日2026/1/30

契約番号 発注業種 受注者 工事名 成績
評定

検査月 備考

1 5051000000 土木一式 株式会社○○組 令和５年度○○○第○号 ○○区○○町配水管布設替工事 80 4月

2 5051000000 土木一式 株式会社○○○○ 令和５年度○第○号 ○○○川改修工事 76 4月

3 5051000000 舗装 ○○○株式会社 令和５年度○○○○第○号 （国）○○○号（○○）道路災害復旧工事 74 4月

4 5051000000 さく井 株式会社○○ ○○支店 令和５年度○○○○第○号 ○○○○試験井築造工事 78 4月

5 5051000000 土木一式 ○○○株式会社 令和５年度○○○○第○号 ○○区○○町配水管布設替工事 80 4月

6 5051000000 土木一式 株式会社○○ 令和５年度○○○第○○号 ○○○線改良工事 81 4月

7 5051000000 土木一式 株式会社○○組 令和５年度○○○第○号 ○○区○○町配水管布設替工事 78 4月

8 5051000000 土木一式 株式会社○○○○ 令和５年度○第○号 ○○○川改修工事 79 5月

9 5051000000 舗装 ○○○株式会社 令和６年度○○○第○○号 ○○○線舗装工事 81 5月

契約課の閲覧場所⇒市ホームページに掲載
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適正な工期設定について

【改定内容】
令和８年度の雨休率の決定

（適用日）
令和８年４月１日以降に発注する建設工事及び
建設業関連業務

《令和８年度 雨休率》
０．９３（猛暑日含む）６月から９月に稼働するものに適用
０．８ （猛暑日含まない）
０．５ （内業）不稼働係数
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熱中症対策に資する費用計上の取扱いについて【土木工事】

【改定内容】
現場環境改善費の「熱中症対策・防寒対策」を実施した場合も、熱中症対策に資する現場管理費補正
の対象とする。

（適用）
令和７年度積算基準を適用する工事
令和７年７月以降に公告する公共土木施設災害復旧事業

（対象工事）
静岡市が発注する全ての土木工事（公共土木施設災害復旧事業を含む）
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熱中症対策に資する費用計上の取扱いについて【建築・建築設備工事】

【改定内容】
・設計変更（積上計上）の対象としていた“ドライミスト”、“暑さ指数（WBGT値）の計測装置”を一般
的な熱中症対策（共通仮設費及び現場管理費等に費用が含まれるもの）として扱う

（適用）
令和８年３月１日以降に公告する工事

（対象工事）
静岡市が発注する全ての建築・建築設備工事

〇一般的な熱中症対策の例（共通仮設費及び現場管理費等に含まれる項目）
・作業場用大型扇風機
・作業場換気用送風機
・エアコン、シャワー室、給水器、冷蔵庫、製氷機
・熱中飴、タブレット、経口補水液の常備
・遮光チョッキ、空調服
・ドライミスト（簡易なもの）
・暑さ指数（WBGT値）の計測装置 追加
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熱中症対策に資する費用計上の取扱いについて

〇静岡市ホームページ

しごと・産業⇒公共事業の技術政策⇒共通仕様書・ガイドライン⇒施工条件明示事項に関連する特記仕様書等⇒最新の特記仕様書・要領・Q&A⇒熱中症対策工事（令和8年（2026年）2月）

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s6295/s003
634.html
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現場環境改善の運用見直しについて

【改定内容】
・イメージアップ経費を現場環境改善費に名称を変更
・「避暑（熱中症予防）・防寒対策」は現場環境改善費（率計上）から切り離され、「熱中症対策・
防寒対策」として工事の予定価格に関わらず、現場環境改善費（率計上）の50％を上限に設計
変更時に積上げ計上

※現場環境改善費（率分）の運用については現行通り
【対象工事】

静岡市が発注する全ての土木工事（公共土木施設災害復旧事業を含む）
【適用】

令和７年度積算基準を適用する工事

（令和６年度積算基準）イメージアップ経費

実施する内容計上費目

１.工事標識・照明等安全施設のイメージアップ
（電光式標識等）

２.盗難防止対策（警報器等）
３．避暑(熱中症予防)・防寒対策

安全関係

（令和７年度積算基準）現場環境改善費

実施する内容計上費目

１.工事標識・照明等安全施設のイメージアップ
（電光式標識等）

２.盗難防止対策（警報器等）
安全関係

※切り離し

※改訂前は予定価格（税込）１億５千万円以上の工事が対象であったが、改訂により工事の予定価格
に関わらず全ての土木工事（公共土木施設災害復旧事業を含む）が対象となります。
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週休２日の運用見直しについて

【改定内容】
・週休２日工事の発注及び経費補正に伴う改定
・「週単位の週休２日」の導入
・「週単位の週休２日交替制モデル」の導入※土木工事のみ

【対象工事】静岡市が発注する全ての建設工事（発注者指定型）
※部局ごと発注形式及び経費補正の内容が異なります

積算対象

種 類

治山・林道農林
農林施設機
械・
集落排水
集落排水施
設機械

上水道港湾公共機械設備公共
公共電気通信
災害
下水道
下水道
ポンプ場

―〇〇―〇〇（週単位）週休２日

〇〇〇―〇○（月単位）週休２日

〇〇〇―〇○（通期）週休２日

―――○――４週８休

―〇〇――○（週単位）交替制モデル

〇〇〇――〇（月単位）交替制モデル

〇〇〇――○（通期）交替制モデル
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週休２日の運用見直しについて
現場環境改善の運用見直しについて

しごと・産業⇒公共事業の技術政策⇒共通仕様書・ガイドライン⇒施工条件明示事項に関連する特記仕様書等⇒最新の特記仕様書・要領・Q&A⇒担い手確保・育成を目的とした事業の特記
仕様書（令和8年（2026年）2月）

・URL
https://www.city.shizuoka.lg.jp/s6295/s003
634.html

〇静岡市ホームページ
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ICT活用工事の試行要領等の改定について

【適用】 令和８年４月１日以降に積算するもの

【改定内容】

・対象工事に農林土木工事を追加

・無人航空機、地上型レーザースキャナーを用いた起工測量及び３次元設計データ作成費用の計上について⇒静岡県単価により費用を積算する
・保守点検費計上の廃止
・３次元出来形管理・３次元データ納品・外注経費等の費用は当初設計での計上は無し

※計上を廃止

19



ICT活用工事の試行要領等の改定について

しごと・産業⇒公共事業の技術政策⇒共通仕様書・ガイドライン⇒静岡市発注工事におけるICT活用工事

・URL
https://www.city.shizuoka.lg.jp/s6295/s003
641.html

〇静岡市ホームページ
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